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研究成果の概要（和文）： 本研究では、終末期に至る要介護高齢者の食事ケアモデルの構築を目指し、特別養
護老人ホーム入居者の事例の観察や介護職員のインタビュー調査などを実施した。食事摂取に深刻な困難を有す
る14件の事例分析を通して、共通の特徴を有する7つのタイプに分類することができた。また、介護職員が生活
の場において食事摂取困難が評価できることを重視した、「体力・姿勢・耐久性」や「実行状況」など11項目と
その評価基準を設けた。

研究成果の概要（英文）： This study was conducted with the aim of building a model of dietary care 
for elderly people in need of nursing care and approaching the end of their lives. The study 
included observation of cases of special elderly nursing home residents and an interview-based 
survey of nursing care staff. Through a case analysis of 14 residents with serious difficulty with 
food intake, categorization of these residents into seven different types with common 
characteristics was possible. Also established were 11 items, including “physical 
strength/posture/stamina” and “execution status,” which nursing care staff emphasized as 
parameters with which difficulty with food intake can be evaluated in daily life, together with the 
evaluation criteria for these items.

研究分野：介護福祉
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 安らかな看取りにつながる食事ケアモデルを構築し、科学的根拠に基づく食事ケアの方法論を確立すること
は、介護福祉分野における介護職のケアの質を向上させ、高齢者の看取りの質を左右するものとなると考える。
また、間接的にも多職種や家族と情報を共有するツールになるなど様々に寄与する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、看取り期に過剰な医療を望まず、自宅や高齢者福祉施設など生活の場において最期を迎
えたいなど利用者や家族の看取りニーズが多様化しつつある。高齢者の終末期像は、老衰に加え
認知症や各種慢性疾患の進行などにより、複雑な心身の状況を呈するとされている。多くの先行
研究では、老衰や認知症の進行により死に至る過程において、経口による食事摂取困難が看取り
期へ移行する目安になるということが明らかとなっている。しかし、現状は、看取り期の食事ケ
アのモデルがなく、ベテラン介護職の経験を頼りに実施している状況にある。 
申請者が実施した特別養護老人ホームの介護福祉士への調査では、食事ケアの未熟な介護職
は、摂食嚥下が難しくなっている高齢者への食事介助について、誤嚥の恐れなどを感じ、不安を
有していることが認められた（三好 2014）。また、食事ケアに科学的根拠をもたないことは、介
護職の苦悩だけでなく、誤嚥によって高齢者に生命の危険性が潜んでいることが示唆された。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、介護福祉現場における実践と家政学や医学など隣接領域の食や摂食嚥下に関する
新しい知見を照合し、安全性の確認方法を見出すことを目的の一つとしている。つまり、蓄積さ
れている介護職の経験知の中から、新しい技術と適合するのはどこなのかを解き明かし、共有で
きる技術として食事ケアモデルの構築を目指すものである。 
 
 
 
３．研究の方法 
（1）食事摂取困難を有する事例のデータ収集と評価及び分類 
 当初、食事ケアモデル構築にあたり、介護職による食事ケア実践からデータの収集に着手した。
しかし、終末期における食事ケアは、対象者の多様な状態に応じて実施されていることがわかり、
まずはその多様な状態を整理する必要性が見いだされた。そこで、食事摂取困難を有する要介護
高齢者の状態を観察するところから始めるよう計画を変更した。 
 2017 年１月～2018 年 7月、研究調査の承諾が得られた特別養護老人ホーム２施設より、食事
摂取に困難を抱え深刻な状態にある事例の紹介を受け、直接的に食事摂取の状態、状況を観察す
ると共に、記録物からは基本情報や経過等のデータを収集し、職員からは心身の状態や食事の状
況等を聞き取った。得られたデータは、先行研究を参考に評価しつつ、結果の比較、検討、分類
を進めた。 
 
（2）終末期に至る要介護高齢者の食事介助の経験が豊富な介護職員へのアンケート調査 
 高齢者介護施設に勤務し、終末期に至る要介護高齢者の食事介助の経験が豊富な介護職員に
対して、【終末期における（至る）食事困難事例の類型案】に関するアンケートを実施した。調
査期間は、2018 年７月～8月である。調査の内容は、先に作成した【終末期における（至る）食
事困難事例の類型案】を提示し、本類型案や評価方法、評価基準などの妥当性について４件法で
問い、得られたデータを集計した。また、それぞれの項目に対する意見や総合的な感想などを記
入してもらった。 
 
（3）終末期に至る要介護高齢者の食事介助の経験が豊富な介護職員からのヒアリング 
終末期に至る要介護高齢者への食事ケアの経験が豊富で、熟練した技術をもつ介護職員の実
践に着目し、そこから積み重ねられた介護の経験知としての技術を抽出するため、特別養護老人
ホームにおける食事介助の経験が豊富な介護職員を対象とし、聞き取り調査を行った。研究同意
が得られた介護職員には、先に作成し、修正を加えた【終末期に至る食事摂取困難事例の類型案】
を提示して、その特徴を説明した上で、各々のタイプに類似した事例に対する具体的な観察ポイ
ントや対応、工夫などを聞き取った。 
 
 
 
４．研究成果 
（1）終末期に至る食事摂取困難事例の類型案 
食事摂取困難の多様な状態を捉えることを目的として、特別養護老人ホーム２か所、合計 17
件の事例のデータを分析し、終末期に至る食事摂取困難事例の類型案を作成した。当初、終末期
に至る要介護高齢者の食事摂取困難の評価項目は、全身状態や ADL、食欲や食事認知、食塊形成
能力など 10 項目（表 1）を設定していた。これら 10項目について評価しつつ、比較検討した結
果、終末期に至る要介護高齢者の食事摂取困難は、食欲低下により摂取量が減少するⅠ型、認知
機能低下により摂取量が減少するⅡ型、筋緊張亢進により摂食が難しくなるⅢ型、摂食・嚥下機
能低下により摂食が難しくなる Ⅳ型の大きく 4つに分けられた。そこからさらに、「原因が不明
あるいは老衰による食欲不振型」、「多臓器不全による摂取困難型」、「食物認知の低下による摂取
困難型」、「覚醒不良による摂取困難型」、「筋緊張による咀嚼嚥下困難型」、「脳卒中後遺症による



嚥下困難型」、「複合要因による摂食嚥下困難型」の 7タイプに分類することができた（表 1）。 
 
表 1. 終末期に至る食事困難事例の類型案 

 
 
（2）終末期に至る食事摂取困難の評価項目と評価基準 
2018 年、介護職を対象に先に作成した【終末期における（至る）食事困難事例の類型案】の妥
当性を問うアンケートを実施した。結果は、概ね支持を得たが、評価方法について一部分りにく
いとされた箇所があった。この結果を受け、2019 年、要介護高齢者の食事摂取困難の評価項目
と評価基準について、介護職が生活の場においてできることを重視し、摂食嚥下障害に関する専
門職と再検討した。その結果、評価項目の意味の重複を解消するよう用語を変更し、分かりやす
い表現に改めた。また、評価基準を見直し、すべての評価項目に評価基準を設けた（表 2）。 
 
表 2. 修正後の評価項目と評価基準 
 

 
 
3）終末期に至る高齢者の食事摂取困難タイプ別介護方法の特徴 
食事摂取困難のタイプ別介護方法について、介護職員から聞き取った結果を整理、考察した結



果、いくつかの特徴が明らかとなった。調査期間は 2019 年 4月～5月、調査対象者は、3ケ所の
特別養護老人ホームに勤務する要介護高齢者の食事介護経験が豊富な 30 歳代～40 歳代の介護
福祉士 4名、性別は男性 2名、女性 2名であった。 
Ⅰ型は、⑤食欲・空腹感の項目は低下が著しいものの、④意思・好みははっきりしており、⑦
から⑩の咀嚼嚥下機能は保たれているのが特徴である。このタイプへの食事は、食事形態への配
慮よりも、どのような物なら食べられるのか、どういう環境なら食べられるのかが考えられてい
た。つまり、残された力を活用して介護していることが示唆された。これは、その他のタイプも
同様であった。また、Ⅰ型やⅣ型の bタイプの場合、食事介護の目的は、栄養を取ることよりも
QOL が重視されていた。これ以外のタイプは無理をしないことを前提としつつも、一定の栄養確
保にも努めていることがわかった。現在、食事ケアモデルの構築に向けて、さらに数名分の介
護職員へのヒヤリングで得たデータを加え、それぞれのタイプに対する標準的なケア抽出し、
整理を進めている。 
 
表 3. タイプ別食事介護方法 
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